青明舎　フェイスシート

　平成20年　12月8日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　田中　一寛　様　　　　　男・女　　　　昭和54年　7月　31日生（29歳）

	
	住　所　〒　　　八戸市河原木長円坊掘55-7　　　　　　　　電話　0178-28-3525

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　090-9637-6383

	
	病　　名
	抑うつ神経症
	合　併　症
	－

	
	発症時期
	H14年10月29日
	罹 患 期 間
	6年2ヶ月

	
	入院回数
	－
	延べ入院年数
	－

	医療機関
	青南病院（田名部Dr）
	外来受診日
	隔週水曜日

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	－
	有・無

	経済状況
	年金
	－

	
	その他
	詳細不明

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	自宅

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ20年　10月　27日
	身長
	約175㎝
	体重
	約90～110㎏

	最終学歴
	宇都宮大学（森林科学部　林学専攻）卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	青森県三八地域県民局　地域農林水産部　林業振興課

	保　護　者
	氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	利用目的

職場復帰への支援をして欲しい

	入院・治療歴

	①H14年10月29日～現在　　　　　　　青南病院　　　　　抑うつ神経症

②H20年11月17日　　　　　　　　　　マナクリニック　　ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ（１度きり）

	生活歴

八戸市内にて同胞２名の第1子として出生。小・中・高と学業成績は優秀であったが、肥満児だったため運動は苦手だった様子。しかし、高校時代に弟の影響を受けラグビー部に所属していた。大人しい性格であったためか友人が少なかったが、大学生になってからは学科やゼミの友人ができ、現在も交流をもっている。卒業論文がなかなか出来ずその頃から不安増長・不眠・脱力感・躁鬱的症状が出現することもあったが、無事に卒業し県職員としてむつ市で働き始める。職場友人と雑談していた内容（インターネットで閲覧していた性的なサイト）について暴露されたことをきっかけに職場内での人間関係がうまくいかなくなり、被害的に物事を捉えるようになったり、引きこもるようになる。抑うつ状態となったことからも、現在の職場（合同庁舎内）へ部署異動し帰八。H14年10月29日青南病院へ通院開始する。その後も職場内にとけ込むことが出来ず、対人関係を理由に症状悪化し、７回ほど傷病休暇を繰り返している状態。希死念慮はあるものの、行動に移すことはない。

	家族構成

[image: image1.bmp]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【祖母】無頓着。

【父】婿入りし、家業を継ぎ古物商を行っている。明るく、職場内でも慕われている。

【母】古物商であった家業を継ぎ、手伝っている。過度となることはないが、本人に対して干渉的。

【弟】無愛想。本人との関わりもあまりない。


	これまでの経過（前回評価日　年　月　日）

	【青明舎利用までの流れ】

平成14年から当院にて通院加療を行っているが、復職を試みるも上手くいかず病気休暇と復帰を６年間で合計７回も繰り返している。主治医・病院SWに青明舎を紹介されたことをきっかけに利用となっている。主に、復職に向け職場と本人との仲介役として青明舎が機能している。

【仕事】

大学時、林学を専攻していたことから、卒業後は県職員として「下北地域県民局地域農林水産部」に勤務。しかし職場内での対人トラブルをきっかけに発症。職場の計らいで「三八地域県民局地域農林水産部林業振興課」へと部署異動となり、実家へ戻る。職場では技師として現場へ出向くことや、事務所内での事務仕事と幅広く業務を行わなければならない様子。現在の職場でも特定の人物に対して苦手意識を持っているようで、病気休暇・復帰を繰り返している。

前回10/27より職場復帰するものの、上司から現場の仕事に戻るよう命じられたことに対しての負担が大きかったとのことで復帰翌日から欠勤を続け再度病気休暇扱いとなる。外来時主治医へ相談し、年度末までの休職を希望し診断書を職場へ提出するが、傷病休暇受け入れ期間が12月末までであり、翌月からは正式に休職扱いとなり給料発生もしないことの説明がある。本人も生活に支障が出てくると、12月末までを傷病休暇とし、１月には職場復帰することとする。

11/10職場復帰に向け、本人・青明舎職員とで職場訪問し上司２名と面談実施。休暇期間内で職場復帰への訓練のため短時間での出勤や簡単な事務業務などを行う事で復帰がスムーズにいくよう支援できないか職場へ問うも、職場上司の判断では返答しかねるとのこと。県へ確認していただくと、傷病休暇中は静養し、復職後再度休職が必要となった場合には県職員休職者対象の休職トレーニングを行い、復帰に向けて欲しいとの説明がある。本人へも説明し、職場復帰に向けて生活リズムの調整を図るよう伝え、必要であれば引きこもる時間を減らすよう青明舎での活動の必要性についても説明している。以降、自宅で自分なりに起床・就床時間を気に掛けた生活を送っている様子。

上司へは青明舎から病気についての説明し、訓練期間の必要性を求めているが、部署内の職員数が少ないこともあり、本人が休暇中に本人が職場に顔を出し簡単な作業を行ったとしても、決まった作業だけを行って貰うことは困難とのこと（必要があれば業務を命じるしかなく、本人の負担が増える）。その為、県の制度を利用しながらトレーニングを活用した方がよいのではないかと感じている様子。



	氏　名
	田中　一寛　様
	男・女
	生年月日
	　昭和54年　7月　31日生（29歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長　期）病状安定を図りながら継続して仕事に取り組んでいきたい。

（中　期）規則正しい生活を送り、復職に向け生活リズムを整える。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	復職支援
	· 復職日までに再度職場側と面談の機会を設定し、復職後の仕事内容と本人病状悪化時の対応について確認を行う。

· 復職し継続して勤務を実施できるようになった場合と休職が必要となった場合の両者を想定し今後の対応策について本人と一緒に検討する。

· 必要な情報と判断については主治医へ随時確認すし指示を仰ぐ。
	1～2週間

	生活リズムの安定
	· 復職に向け、就床・起床時間を調整しリズム安定を図る。（現在起床10時→目標6～7時へ）

· 出社日１週間前から定期出勤時間に合わせて職場へ出掛ける習慣をつける。簡単な日記をつけていただき、青明舎来所時に振り返りを行う。
	3週間












































